



















也」 （ 『白虎通』攷黜）などとされ、諸徳の中でも特別の地位を占める。ために、儒教文化圏では、孝を奨励し、時代を通じて数多くの孝行譚が撰されてきた。それらの中には、多種多様なモチーフが見られるが、 「乳」 （乳房・母乳）もその一つである。 「実親
︱
娘」間や「舅姑
















て飛燕の禍を致す無し（若有皇子母自乳養、無委保妾医巫、以致飛燕之禍） 。 （ 『後漢書』列伝五三、李固伝） （傍点引用者以下同）
など、子を哺育することを象徴する。また、そこから、






























































慈愛」 （ 「ローマの慈愛」 ・ 「キモンとペロ」 ）と呼ばれる話も同様に親に母乳を飲ませ 話であ 。
































李孝女は、名は妙法、瀛州博野の人なり。安祿山の乱に劫を被り它州に徙る。父の亡するを聞き、間道奔喪せんと欲す。一子をば去るに忍びず、一乳を割きて留め以て行く（李孝女者、名妙法、瀛州博野人。安祿山 被 徙它州。聞父亡、欲間道奔喪。子不忍去、割一乳留以行） 。 （ 『唐書』巻二〇五 列女伝）
これらは、 「慈」を表す行為として、母が子に哺育の象徴である乳房を切断・供与 る例であるが、孝行譚においても、 「 切除」モチーフが見られ こと ある。
李孝婦、臨武の人、名は中姑、江西の桂廷鳳 適ぐ。姑鄧痰疾を患い、将に起きず。婦涕泣憂悼す。乳肉の療すべきを言う者有るを聞く。心之を識り、一日薬を煮、香を爇して神に禱 。自ら一乳を割き、地に昏仆し、気已に絶つ（李孝婦、臨武人、名
中姑、適江西桂廷鳳。姑鄧患痰疾、将不起。婦涕泣憂悼。聞有言乳肉可療者。心識之、一日煮薬、爇香禱神。自割一乳、昏仆於地、気已絶） 。 （ 『明史』巻三〇二、列女伝）






























ける同質性である。下見氏は、 「母が子を養護支援する関係は、……娘と父の間にもほぼ同様に認められる」として、 「娘における への母性発揮は、子であるが故に、形式的には、孝として把握されるのであるが また一方、娘が、本来 儒教社会で男性を保護して支える母性を発揮すべき女性な が故に、その孝実践の根底には、母性的要素が濃厚 浸透している 解釈すべきだと考られる」
（注
15）と指摘している。女性の孝心と母性とに同
質性が存在する、つまり、娘が父を保護せんと る心情と母が子を保護せんとする心情とに共通の性質が存 ると考えれば、娘の孝と母の慈とが同様のモチーフを通して顕現するのは、それほど不思議なこ ではな であろう。そうして、その孝と慈 の二つの場に顕現する母が、 「乳」というモチーフを採 ことについても、特に疑問を差し挟む余地はない。　
保護・扶養を必要とする存在たる老人に対する女性か






















































人何ぞ如かざるや、と。兄弟是に由りて復た分れず（田真田慶田広、兄弟三人、欲分財産。堂前有紫荊一株、花葉茂盛。夜議折分為三。暁即憔悴。乃真泣曰、樹本同根、聞分尚如此。人何不如也。兄弟由是不復分焉） 。 （ 『孝行録』 、田真諭弟）
など、弟との関係即ち兄弟間の親和をテーマとする故事が孝行譚とされていることが分かる。また、
晋の右僕射鄧攸……、其の児及び弟の子綏、度るに両全する能わず。乃ち妻に謂いて曰く 吾が弟早くに亡し、唯だ一息有るのみ。理として絶つべからず。止だ応に自ら我が児を棄つべき み。幸いにして存するを得れば、我後に当に子有るべし。妻泣きて之に従い、其の子を棄つ（晋右僕射鄧攸……、其児及弟子綏、度不能両全。乃謂妻曰、吾弟早亡、唯有一息。理不可絶。止応自棄我児耳。幸而得存、我後当有子。妻泣而 之 棄其 ） 。 『孝行録』 鄧攸棄子）劉廷譲、大寧武平の人なり。至順の初、北方の兵起ち、民殺掠さる。廷譲家を挈げ山中 避く。幼弟の
方に乳する有り、母王氏懐に置く。兵急にして、廷譲乃ち己が子を棄て、一手もて幼弟を抱き、一手もて母を扶し、疾駆して免るを得。事聞こえ、之を旌す（劉廷譲、大寧武平人。至順初、北方兵起、民被殺掠。廷譲挈家避山中。 幼弟方乳
 母王氏置于懐。
兵急、廷譲乃棄己子、一手抱幼弟 一手扶母、疾駆得免。事聞、旌之） 。 （ 『元史』巻 九七、孝友一）
は、実子を見殺しに弟や弟の子を救った話で、









魯姑、魯人なり。時に斉寇の之を逐うに値る。姑に二子有り、遂に小者を棄て大者を抱きて走ぐ。斉軍問いて曰く 小を棄て大を抱くは何ぞや、と。姑対えて曰く、大者は是れ夫の前妻の子なり。夫亡するの日、我に保守を嘱す。敢えて其の言を忘れず（魯姑、魯人也。時値斉寇逐之。姑有二子、遂棄小者抱大者而走。斉軍問 、棄 抱大何也。姑対曰、大者是夫前妻之子。夫亡之日 嘱我保守 不敢忘其言也） 。 （ 『孝行録』 抱長）
4
などは、実子と継子との択一状況に於いて、継子の命を優先した例である。以上、年少者への保護行為で、 『孝子伝』 『孝行録』 「孝友伝」などの載す、即ち孝行譚として取り扱われている事例を挙げた。つまり、家族・宗族内の年少者に対する保護行為は、充分に孝に値 るのである。　
これは、谷川道雄氏が「自己愛の克服（克己）を通じ




島史雄氏が「孝の称揚は、親子関係の強化をつうじて宗族内の結束 教化する方策であ 、 「孝」は、個人同
志ママ












孟景休至孝なり。大寒に親を葬り、足指皆な堕つ。弟偉に乳哺する無く、景休親ら之に乳す。日を累ぬるに、乳自ら下り、足指復た生ず（孟景休至孝。大寒葬親、足指皆堕。弟偉 乳哺、景休親乳之。累日、乳自下 足指復生） 。 （ 『孝行録』 、景休乳弟）
（ 43 ）
徳秀親在りて娶るに及ばず、婚を肯んぜず。人以て嗣を絶つべからずと為す。答えて曰く、兄に子あり、先人祀を得。吾何ぞ娶るを為さん、と。初め兄の子襁褓にして を喪い、資の乳媼を得る無し。徳秀自ら之に乳す。数日して湩流れ、能く食いて乃ち止む（徳秀不及親在而娶、不肯婚。人以為不可絶嗣。答曰、兄有子、 得祀。吾何 。
 初兄子
襁褓喪親、無資得乳媼。 自乳之。数日湩流、能食乃止） （ 『唐書』巻一九四 卓行伝）
孟景休は、男性でありながら自ら弟に乳を与える。元徳秀もまた男性でありながら、兄の子のために自ら乳を与える。これら どちらも、血縁の年少者のために男性が乳を出すというモチーフである。先にみたよう 、年少の血縁者に対する保護・奉仕行為は孝 要件を満 すから、これらの故事は孝行を表した のと認識され、 『孝行録』などに収録されているの ろう。　
ここで挙げた「男性による授乳」譚と李善の故事との
差異は、保護対象が「血縁」かどうか るから、そこがクリアされれば李善の故事を孝行譚と見なすのに不都合はない。当該話において、この「血縁の子」と「主家の子」との置きかえを可能としてい ものこそ、 「忠孝
一致」観念であると考えられよう。　
畢竟するに、李善の故事が孝行譚と認識されるのは、
忠孝の同質性より忠義譚が孝行譚に包含されることに加え、その同質性の上 、 「男性が乳を出す」型の孝行譚のヴァリアントとみなすこと 可能であるためといえよう。
おわりに
　



























3） 『乾隆大蔵経（龍蔵） 』第八二 二〇〇三年、五七〇
︱
五
七一頁。また『大正新脩大蔵経 五三 （事彙部上） 、大正新脩大蔵経刊行会、一九九〇年、三三頁。本朝では、 『今昔物
語集』巻二・ 『三国伝記』巻二などの説話の他、お伽草子『釈迦の本地 ・説経 『しやかの御本地』 ・浄瑠璃 『釈迦如来誕生会』などとして受容されている。
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10）菅野則子校訂『官刻孝義録』下巻、 東京堂出版、 一九九 年、四八〇頁。
（
11）金文京氏はこのモチーフの発生について 「 「断乳」 現代語の「断奶」は、いわゆる乳ばなれ ことであるが
 右の明達




本地」 「ごすいでん」などに見られる「母の死体の乳房から母乳が出て子を養う」というモチーフは、この 体から独立する 房」に繋がる発想 あろう。
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24）男性・未孕女性・老女など本来授乳能力のない者が母乳を出すのは典型的な奇跡の一つ。匈奴に捉えられた蘇武の帰還を許す条件（ 「羝乳乃得帰」 （ 『漢書』巻五四、蘇建伝） ）とされるなど、絶対に有りえ いことの例とされる。また 『和漢三才図会』第一二巻「乳」には、未孕 家婢が親のない子を育てる際、奇跡が起こり乳が出たと う話を載す。
【附記】本稿は口頭発表「孝行譚における「乳」 」 （ 「東アジア漢学者の会第九回研究発表会」 、於南榮科技大學、二〇一三年一〇月五日）に加筆修正を加えたものである。
（ 46 ）
